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【
総
務
部
安
全
安
心
課
】

　
危
機
管
理
係
を
分
割
し
て
消
防
係
を

新
設
し
、
交
通
防
犯
係
と
合
わ
せ
て
３

係
と
し
ま
す
。

【
企
画
部
企
画
戦
略
課
】

　
課
の
名
称
を
企
画
課
か
ら
企
画
戦
略

課
へ
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
企
画
調
整

係
を
分
割
し
て
行
政
経
営
係
を
新
設

し
、
２
係
と
し
ま
す
。
な
お
、
広
域
公

共
バ
ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
を
含
む
公
共
交

通
に
関
す
る
こ
と
は
、
新
設
す
る
都
市

整
備
課
都
市
開
発
係
へ
移
り
ま
す
。

【
企
画
部
多
文
化
協
働
課
】

　
課
の
名
称
を
国
際
協
働
課
か
ら
多
文

化
協
働
課
へ
変
更
し
、
こ
れ
に
伴
い
、

係
の
名
称
も
国
際
協
働
係
か
ら
多
文
化

協
働
係
へ
と
変
更
し
ま
す
。

【
財
務
部
財
政
課
】

　
契
約
管
財
課
を
統
合
し
、
財
政
係
、

契
約
検
査
係
、
こ
れ
ま
で
の
用
地
管
財

係
か
ら
名
称
を
変
更
す
る
管
財
係
の
３

係
と
し
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
】

　
社
会
福
祉
部
と
健
康
推
進
部
を
統
合

し
、
健
康
福
祉
部
と
し
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
高
齢
介
護
課
】

　
課
の
名
称
を
高
齢
福
祉
課
か
ら
高
齢

介
護
課
へ
変
更
し
、
現
行
の
高
齢
福
祉

係
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
国
保
介
護
課

か
ら
介
護
保
険
係
を
移
し
て
２
係
と
し

ま
す
。

【
住
民
経
済
部
】

　
部
の
名
称
を
住
民
生
活
部
か
ら
住
民

経
済
部
へ
変
更
し
ま
す
。

【
住
民
経
済
部
住
民
課
】

　
係
の
名
称
を
町
民
相
談
係
か
ら
相
談

係
へ
変
更
し
ま
す
。

【
住
民
経
済
部
国
民
健
康
保
険
課
】

　
国
民
健
康
保
険
課
を
新
設
し
、
こ
れ

ま
で
の
健
康
推
進
部
国
保
介
護
課
か
ら

国
民
健
康
保
険
係
を
移
し
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
に
関
す
る
窓
口
は
、
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
役
場
庁
舎
内
へ

移
し
ま
す
。

【
住
民
経
済
部
経
済
振
興
課
】

　
課
の
名
称
を
商
工
振
興
課
か
ら
経
済

振
興
課
へ
変
更
し
、
農
政
課
を
統
合
し

て
、
企
業
誘
致
係
、
商
工
振
興
係
、
農

業
振
興
係
の
３
係
と
し
ま
す
。

【
都
市
建
設
部
】

　
土
木
課
、
建
築
課
、
都
市
整
備
課
の

３
課
を
、
都
市
整
備
課
と
道
路
公
園
課

の
２
課
へ
再
編
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
住
民
生
活
部
か
ら
環
境
課
を
移

し
、
下
水
道
課
と
統
合
し
て
環
境
整
備

課
を
新
設
し
ま
す
。

【
都
市
建
設
部
都
市
整
備
課
】

　
都
市
開
発
係
、
住
宅
係
、
施
設
建
築

係
の
３
係
と
し
ま
す
。

【
都
市
建
設
部
道
路
公
園
課
】

　
道
路
整
備
係
、
地
籍
調
査
係
、
公
園

緑
地
係
の
３
係
と
し
ま
す
。
ま
た
、
町

　町では、今後の社会情勢や経済状況の変化に対応していけるよ

う組織のコンパクト化を目指す中で、「子ども」に関する窓口を

教育委員会へ一元化し、保育園・幼稚園・小学校・中学校の連携

強化を図るとともに、業務の担当部署の一部見直しなどにより、

町民の皆さんにとってより便利で分かりやすい体制とするため、

４月１日より行政機構の改革を行います。

　次の改革により、町長部局と教育長部局の組織体制が、これま

での８部２８課３９係から７部２３課４４係となります。

機
構
改
革

新
た
な
体
制
で
新
年
度
ス
タ
ー
ト
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学校管理係

教育総務係

教育指導係

保　育　園

教育管理課

子育て支援係

教育保育係
こども課

生涯学習係

スポーツ文化振興係

公　民　館

図　書　館

生涯学習課

教　

育　

長

教
育
委
員
会

教　

育　

部

議　　会 事　務　局
庶　務　係

議事調査係

監 査 委 員 事　務　局 監　査　係

農業委員会 事　務　局 農地農振係

選挙管理委員会

公 平 委 員

固定資産評価審査委員会

教育研究所

中　学　校

小　学　校

教育指導課

児　童　館

文 化 む ら

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

秘　書　課 秘　書　係

総　務　課
人　事　係

法規行政係

危機管理係

消　防　係

交通防犯係

安全安心課

総　

務　

部

広報広聴係

情報政策係

多文化共生コミュニティセンター

住民活動支援センター

企画調整係

行政経営係

多文化協働課

企画戦略課

広報情報課

企　

画　

部

住　民　係

相　談　係
住　民　課

国民健康保険課 国民健康保険係

企業誘致係

財　

務　

部

町民税・諸税係

資 産 税 係

契約検査係

管　財　係

財　政　課

収　納　課 収　納　係

税　務　課

財　政　係

都
市
建
設
部

出納審査係会計管理者 会　計　課

多文化協働係

障害福祉係

社会福祉係

健康づくり課

障害児（者）集団活動訓練施設

高齢福祉係

介護保険係

健
康
福
祉
部

福　祉　課

健康づくり係

商工振興係

農業振興係

都市整備課 住　宅　係

施設建築係

都市開発係

地籍調査係

環境整備課
環　境　係

下 水 道 係

衛生センター

道路整備係

公園緑地係

地域活動支援センター

心身障害者等デイサービスセンター

高齢介護課

老人福祉センター

高齢者ふれあいセンター

経済振興課

いずみの杜

住
民
経
済
部

道路公園課

町民体育館

副　

町　

長

町　
　

長

上記の枠で囲っているところが

変更された部・課・係です

民
体
育
館
は
公
園
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
道
路
公
園
課
の
所
管
と
し
ま
す
。

【
都
市
建
設
部
環
境
整
備
課
】

　
環
境
係
と
下
水
道
係
の
２
係
と
し
、

こ
れ
ま
で
の
下
水
道
課
庶
務
係
に
つ
い

て
は
、
下
水
道
係
へ
統
合
し
ま
す
。
ま

た
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
所
管
し
ま
す
。

【
教
育
部
】

　
こ
ど
も
課
を
新
設
し
、
こ
れ
ま
で
の

社
会
福
祉
部
か
ら
子
育
て
支
援
課
の
事

務
を
移
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
お
よ

び
児
童
館
に
つ
い
て
も
こ
ど
も
課
の
所

管
と
し
ま
す
。

【
教
育
部
教
育
管
理
課
】

　
課
の
名
称
を
庶
務
課
か
ら
教
育
管
理

課
へ
変
更
し
、
こ
れ
ま
で
の
庶
務
係
を

分
割
し
て
教
育
総
務
係
と
学
校
管
理
係

の
２
係
と
し
ま
す
。

【
教
育
部
教
育
指
導
課
】

　
課
の
名
称
を
学
校
教
育
課
か
ら
教
育

指
導
課
へ
変
更
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
係

の
名
称
も
学
校
教
育
係
か
ら
教
育
指
導

係
へ
変
更
し
ま
す
。

【
教
育
部
こ
ど
も
課
】

　
子
育
て
支
援
係
と
教
育
保
育
係
の
２

係
と
し
ま
す
。

【
教
育
部
生
涯
学
習
課
】

　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
を
統
合
し
、

生
涯
学
習
係
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
係

の
２
係
と
し
ま
す
。
な
お
、
窓
口
を
町

公
民
館
内
へ
移
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線
２
１
６
）へ
。
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場所取扱事務など係課（局）部（局）

役場２階秘書秘書係秘書課

総
務
部

役場２階職員の人事・給与・福利厚生・研修など人事係
総務課

役場２階行政区、情報公開、個人情報保護、選挙など法規行政係

役場２階災害対策、国民保護、自主防災組織など危機管理係

安全安心課 大泉消防署消防団など消防係

役場２階交通安全、交通指導員、防犯、防犯灯、安全安心メールなど交通防犯係

役場２階総合計画、広域行政など企画調整係
企画戦略課

企
画
部

役場２階行政マネジメントシステム、行政改革、行政評価など行政経営係

役場２階広報おおいずみ、みみよりＯＩＺＵＭＩ、町ホームページなど広報広聴係
広報情報課

役場２階情報政策の推進、情報セキュリティ、電算業務の調整など情報政策係

役場２階
多文化共生、協働のまちづくり、ＮＰＯ・ボランティア、

人権・男女共同参画など
多文化協働係多文化協働課

役場３階予算の編成・執行計画、財政状況の公表など財政係

財政課

財
務
部

役場３階工事・委託・物品購入の入札・契約・検査など契約検査係

役場３階公有財産、庁舎の維持管理、寄附の受入れなど管財係

役場１階
町県民税・法人町民税・軽自動車税・国保税・

介護保険料の賦課など
町民税・諸税係

税務課

役場１階固定資産税・都市計画税の賦課、固定資産の評価など資産税係

役場１階町税の収納、納税相談など収納係収納課

保健福祉総合センター
生活相談、民生（児童）委員、戦没者遺族等の援護、

被災者の援護など
社会福祉係

福祉課

健
康
福
祉
部

保健福祉総合センター障害者福祉サービス、障害者の自立支援など障害福祉係

保健福祉総合センター
高齢者福祉サービス、デマンド交通「ほほえみ」、

老人福祉センター、高齢者ふれあいセンターなど
高齢福祉係

高齢介護課

保健福祉総合センター
介護保険の給付、要介護認定、地域支援事業、

地域密着型サービスなど
介護保険係

保健福祉総合センター母子保健、成人保健、予防接種、感染症予防など健康づくり係健康づくり課

役場１階

住民登録、戸籍・住民票・諸証明の交付、印鑑登録、

住居表示、戸籍届出、パスポート、マイナンバー、

国民健康保険の資格得喪、国民年金、仮ナンバーなど

住民係

住民課

住
民
経
済
部

役場１階

法律・人権・行政・ＤＶなど各種相談、要望・苦情の受

付、情報公開窓口、消費生活センター、女性のための法

律相談など

相談係

住民課
国民健康

保険課

経済
振興課

環境
整備課

群馬東部

水道企業団

大泉営業所

会計課収納課税務課

道路
公園課

都市
整備課

監査委員

事務局

多文化
協働課

企画
戦略課

広報
情報課

秘書課 総務課
安全
安心課

２階 １階
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■役場の取り扱い事務一覧

場所取扱事務など係課（局）部（局）

役場１階国民健康保険の給付、福祉医療、後期高齢者医療など国民健康保険係国民健康保険課

住
民
経
済
部

役場１階企業誘致、企業支援など企業誘致係

経済振興課 役場１階
商工業・観光の振興、雇用対策、勤労者の福祉、統計、

いずみの杜など
商工振興係

役場１階農業の振興、土地改良、鳥獣飼養許可など農業振興係

役場２階
都市計画、開発行為の協議、

広域公共バス「あおぞら」など
都市開発係

都市整備課

都
市
建
設
部

役場２階
町営住宅入居申込・退去手続および使用料納付、

空き家等の対策など
住宅係

役場２階
住宅建築の指導助言、住宅耐震診断・耐震改修、

町有建築物の営繕など
施設建築係

役場２階
道路・橋りょうの新設・維持補修、

河川・排水路の維持補修、道路占用など
道路整備係

道路公園課
役場２階地籍調査、道路境界の査定など地籍調査係

役場２階公園緑地・街路樹の維持管理など公園緑地係

役場１階
環境保全、廃棄物対策、公園墓地、

犬の登録・狂犬病予防注射など
環境係

環境整備課

役場１階
下水道施設の整備・維持管理、排水設備工事等申請、

受益者負担金、下水道使用料など
下水道係

役場１階出納事務、決算の調製など出納審査係会計課

役場３階児童生徒の就学援助・転入学、通学区域など教育総務係
教育管理課

教
育
部

役場３階学校施設の維持管理など学校管理係

役場３階学習指導、教育相談、教科書、給食など教育指導係教育指導課

役場３階
放課後児童健全育成事業、児童手当、児童相談、

母子および父子福祉など
子育て支援係

こども課

役場３階保育所・認定こども園などの利用手続、保育料など教育保育係

町公民館生涯学習、青少年教育、人権教育など生涯学習係
生涯学習課

町公民館スポーツ、芸術・文化の振興、文化財保護などスポーツ文化振興係

役場４階議決および決定事項の処理など庶務係
議会事務局

役場４階議案・請願書・陳情書の受理など議事調査係

役場２階監査・検査・審査など監査係監査委員事務局

役場１階農地利用の調整など農地農振係農業委員会事務局

教育
管理課

教育
指導課

こども課財政課

３階
保健福祉総合センター

健康
づくり課

高齢
介護課

福祉課
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町
で
は
、
母
子
家
庭
や
父
子

家
庭
な
ど
の
児
童
が
高
等
学
校

に
進
学
す
る
と
き
に
、
入
学
お
よ

び
進
学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

□
受
給
資
格
　
配
偶
者
の
死
亡

や
離
婚
な
ど
に
よ
り
母
子
家

庭
ま
た
は
父
子
家
庭
と
な
っ

た
人
や
父
母
の
い
な
い
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
そ

の
児
童
が
高
等
学
校
に
進
学

す
る
と
き
に
、
次
の
条
件
を

満
た
す
人

・
町
内
に
居
住
し
て
い
る

・
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を

扶
養
し
、
か
つ
、
当
該
児
童

と
同
居
し
て
い
る

　
　
母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
な
ど
　

入
学
お
よ
び
進
学
支
度
金

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

　
縦
覧
・
閲
覧
で
は
、
本
人
確

認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証

明
書
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
納
税
者
は
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価

格
に
不
服
が
あ
る
場
合
、
納
税

通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
か

ら
３
か
月
以
内
に
限
り
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
し

て
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
税
務
課
資
産
税
係

【
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
】

　
縦
覧
は
、
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
町
内
の
ほ

か
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
自
己
の
所
有

す
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

□
期
間
　
４
月
２
日
俄
～
５
月

１
日
峨
（
土
・
日
曜
日
、
お

よ
び
祝
日
を
除
く
）

□
縦
覧
内
容

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

□
縦
覧
で
き
る
人
　

・
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族
（
同

意
書
、
委
任
状
、
納
税
通
知

書
、
課
税
明
細
書
の
い
ず
れ

か
１
つ
が
必
要
）

・
納
税
管
理
人

・
納
税
者
か
ら
の
委
任
、
ま
た

は
同
意
を
受
け
た
人
（
同
意

書
ま
た
は
委
任
状
が
必
要
）

□
費
用
　
無
料

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
・

証
明
の
請
求
】

  閲
覧
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
よ
り
自
己
の
所
有
す
る
固

定
資
産
の
課
税
内
容
を
確
認
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

も
請
求
で
き
ま
す
。
前
年
中
に

土
地
を
取
得
し
た
人
や
、
家
屋

の
新
築
や
増
築
、
取
り
壊
し
を

し
た
人
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
通
年

□
閲
覧
・
請
求
で
き
る
人

・
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

・
納
税
者
と
同
居
の
親
族
（
同

意
書
、
委
任
状
、
納
税
通
知

書
、
課
税
明
細
書
の
い
ず
れ

か
１
つ
が
必
要
）

・
納
税
管
理
人

・
納
税
者
か
ら
の
委
任
、
ま
た

は
同
意
を
受
け
た
人
（
同
意

書
ま
た
は
委
任
状
が
必
要
）

・
借
地
、
借
家
し
て
い
る
人
で

閲
覧
請
求
で
き
る
人
は
、
賃

借
権
者
、
地
上
権
者
、
そ
の

ほ
か
使
用
、
ま
た
は
収
益
を

目
的
と
す
る
権
利
を
有
償
で

有
す
る
人
（
賃
貸
借
契
約
書

に
基
づ
い
て
賃
借
料
を
払
い

込
ん
だ
こ
と
の
領
収
書
な
ど

有
償
に
よ
る
権
利
関
係
を
証

明
す
る
書
類
が
必
要
）

□
費
用

・
閲
覧
…
縦
覧
期
間
中
は
無

料
、
縦
覧
期
間
後
は
１
件
３

０
０
円

・
証
明
…
１
件
３
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税

係
へ
。

　
平
成
　
年
度
　

固
定
資
産
税
に
関
す
る
縦
覧
・
閲
覧
を
行
い
ま
す

３０

税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
８
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・
前
々
年
所
得
（
進
学
し
た
月

が
７
月
か
ら
　
月
ま
で
の
間

１２

で
あ
る
場
合
は
、
前
年
所
得
）

に
対
し
て
、
所
得
税
が
課
せ

ら
れ
て
い
な
い

・
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な

い
□
支
度
金
の
額
　
２
万
円

□
申
請
方
法
　
児
童
の
進
学
後

に
こ
ど
も
課
へ
直
接
、
必
要

書
類
を
持
参
の
上
、
申
請
す

る

□
申
請
期
間
　
４
月
２
日
俄
～

　
日
画
　
午
前
８
時
　
分
～

１３

３０

午
後
５
時
　
分
（
土
・
日
曜

１５

日
を
除
く
）

□
必
要
書
類

・
申
請
者
本
人
の
印
鑑

・
振
込
先
の
分
か
る
も
の
（
預

金
通
帳
な
ど
）
 

・
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は

児
童
扶
養
手
当
支
給
停
止
通

知
書
（
児
童
扶
養
手
当
の
未

受
給
者
で
本
町
に
本
籍
が
な

い
人
は
、
申
請
者
本
人
と
児

童
の
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄

本
。
ま
た
、
外
国
籍
の
人
は

本
国
発
行
の
独
身
を
証
明
す

る
書
類
と
そ
の
日
本
語
訳
が

必
要
と
な
り
ま
す
）
 

・
本
人
の
平
成
　
年
度
の
所
得

２９

課
税
証
明
書
（
平
成
　
年
１

２９

月
１
日
に
大
泉
町
に
住
所
の

な
い
人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

扶
養
人
数
や
控
除
額
の
記
載

が
あ
る
も
の
）
 

・
児
童
の
在
学
証
明
ま
た
は
学

生
証

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
申

請
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
は
、

支
度
金
の
支
給
時
期
が
遅
く
な

り
ま
す
。
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oiz

u
m
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
３
月
　
日
ま
で
は
子
育
て

３０

支
援
課
へ
。
４
月
２
日
以
降
は
、

こ
ど
も
課
へ
。

【
子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
受
給

資
格
者
証
の
更
新
】

　
福
祉
医
療
制
度
と
は
対
象
者

が
医
療
機
関
で
保
険
診
療
を
受

け
た
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負

担
分
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
 

今
回
、
平
成
　
年
４
月
２
日
か

２３

ら
平
成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ

２４

の
人
の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格

者
証
が
更
新
と
な
り
、
対
象
の
人

が
い
る
ご
家
庭
に
４
月
１
日
か

ら
有
効
の
新
し
い
受
給
資
格
者

証
を
郵
送
し
ま
す
。
現
在
お
使
い

の
受
給
資
格
者
証
は
４
月
１
日

以
降
に
役
場
の
国
民
健
康
保
険

課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

□
福
祉
医
療
制
度
を
利
用
す
る

人
へ
の
お
願
い
　
福
祉
医
療

制
度
は
皆
さ
ん
の
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
を
将
来
に
わ
た
り
維
持

し
て
い
く
た
め
に
、
適
正
な

受
診
を
心
が
け
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

【
国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は

お
早
め
に
】

　
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
す
る

と
き
や
、
資
格
を
喪
失
し
た
と

き
は
、
必
ず
　
日
以
内
に
住
民

１４

課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
届
出
に
は
世
帯
主
な
ど
の

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
ま
た

は
、「
通
知
カ
ー
ド
と
写
真
付
身

分
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

□
国
民
健
康
保
険
の
加
入
　
町

外
か
ら
転
入
し
た
と
き
や
、
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め

た
と
き
な
ど
は
、
国
民
健
康

保
険
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ

る
と
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
資
格
が
発
生
し
た
月
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
国
民
健
康
保

険
税
を
納
め
ま
す

□
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失

　
町
外
へ
転
出
し
た
と
き
や
、
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き
な
ど
は
、
国
民
健
康

保
険
の
資
格
を
喪
失
す
る
届

け
出
が
必
要
で
す
。
資
格
喪

失
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
職

場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
て
も
国
民
健
康
保
険

税
を
請
求
さ
れ
ま
す

※
加
入
や
資
格
喪
失
の
手
続
き

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
住
民
課
住

民
係
へ
。
福
祉
医
療
と
そ
の
他
の

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
内
容

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
３
月
　
日
ま

３０

で
は
国
保
介
護
課
国
民
健
康
保

険
係
へ
。
４
月
２
日
以
降
は
国
民

健
康
保
険
課
へ
。

　
国
保
介
護
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５
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町
で
は
、
国
が
一
律
で
定
め
て

い
た
制
度
を
地
方
自
治
体
が
自
主

的
に
判
断
し
、
特
色
の
あ
る
政
策

を
展
開
で
き
る
「
わ
が
ま
ち
特
例
」

を
活
用
し
て
、
地
域
型
保
育
事
業

と
企
業
主
導
型
保
育
事
業
に
係
る

固
定
資
産
税
な
ど
の
減
額
を
平
成

　
年
度
か
ら
実
施
し
、
保
育
の
受

３０け
皿
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
保
育
機
能
の
更
な
る
充

実
を
図
り
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
税
務
課
資
産
税
係
（
内
線
１

５
８
）
へ
。
保
育
事
業
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
（
緯

　
・
２
６
３
１
）
へ
。

５５
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町
で
は
、
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を

行
っ
た
人
を
対
象
に
、「
浄
化
槽
廃

止
補
助
金
」
や
「
水
洗
便
所
改
造

資
金
等
融
資
あ
っ
せ
ん
・
利
子
補

給
」
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
浄
化
槽
廃
止
補
助
金

　
下
水
道
接
続
時
に
必
要
な
く
な

る
浄
化
槽
の
撤
去
費
用
の
補
助

■
水
洗
便
所
改
造
資
金
等
融
資

あ
っ
せ
ん
・
利
子
補
給

　
下
水
道
接
続
工
事
の
た
め
の
資

金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
そ
の
利
子

の
補
給

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
（
内
線

１
６
２
）
へ
。

　
町
で
は
、
町
内
中
小
企
業
者
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
小
口
資

金
」
、
「
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資

金
」
、「
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
」

の
各
種
融
資
制
度
の
融
資
利
率
を

平
成
　
年
４
月
１
日
申
請
分
か
ら

３０

借
換
の
融
資
を
含
め
引
き
下
げ
ま

す
。
　
な
お
、
既
に
ご
利
用
中
の
融
資

の
融
資
利
率
が
引
き
下
げ
と
な
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
小
口
資
金
】

□
対
象
　
町
内
中
小
企
業
者

□
限
度
額
　
１
２
５
０
万
円

□
期
間
　
運
転
資
金
６
年
、
設
備

資
金
８
年

□
利
率
　
１
・
８
％
（
変
更
前
は

２
・
４
％
）

【
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
】

【町内の放射線量の測定結果】

　平成２７年４月より測定値が安定傾向にあることか

ら、測定頻度を２か月に１回（偶数月）、測定地点を

２７地点として測定を実施しています。測定の結果

は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マイクロシー

ベルト／時」を下回っています。また、子どもが集

まる場所を対象とした町独自の厳しい基準である

「地表面で０．２３マイクロシーベルト／時」を上回る

箇所もありませんでした。今後も調査を継続し、結

果は随時広報おおいずみや町ホームページにてお知

らせします。町ホームページをご覧になれない人に

は環境課で測定結果を配布していますので、ご利用

ください。

□測定日　２月６日～１９日

□測定場所　町内公共施設など２７地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．０８１マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０３７マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　２月６日に町内２か所の浄配水場と、２月１３日に

東部地域水道浄水場（千代田町）で放射性物質の検査

を行った結果、それぞれ放射性物質は検出されず、

飲用に支障がないことが確認されています。

【被災者への支援（２月２８日現在）】

□義援金総額　１,７８６万６,４８３円

東日本大震災関連情報

■わがまち特例を活用した固定資産税の各種減額

固

定

資

産

税

を

減

額

し

ま

す

子
育
て
支
援
課

適用期間課税標準対象資産

適用期間の制限なし１／３
家庭的保育事業の用に供する

家屋および償却資産

〃〃
居宅訪問型保育事業の用に供する

家屋および償却資産

〃〃
事業所内保育事業の用に供する

家屋および償却資産

取得から５年度分〃
企業主導型保育事業の用に供する

固定資産

下

水

道

接

続

の

補

助

制

度

下
水
道
課

融

資

利

率

を

引

き

下

げ

ま

す

商
工
振
興
課

(9) 広報おおいずみ　Ｈ30.3.10　Vol.878

□
対
象
　
設
備
設
置
な
ど
で
資
金

を
必
要
と
し
て
い
る
町
内
中
小

企
業
者

□
限
度
額
　
３
０
０
０
万
円

□
期
間
　
設
備
資
金
　
年
１０

□
利
率
　
１
・
７
％
（
変
更
前
は

２
・
０
％
）

【
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
】

□
対
象
　
経
営
の
安
定
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
町
内
中
小
企
業

者
□
限
度
額
　
２
０
０
０
万
円

□
期
間
　
運
転
資
金
６
年
、
設
備

資
金
８
年

□
利
率
　
１
・
５
％
（
変
更
前
は

１
・
８
％
）

※
申
請
な
ど
詳
し
く
は
、
商
工
振

興
課
商
工
振
興
係
（
内
線
１
３
７
）

へ
。

■
お
も
ち
ゃ
の
病
院

【
共
通
事
項
】

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
内
容
　
子
ど
も
向
け
お
も
ち
ゃ

の
修
理
（
電
子
ゲ
ー
ム
類
は
対

象
外
）

□
対
象
　
太
田
市
・
大
泉
町
・
邑

楽
町
・
千
代
田
町
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人

□
申
込
方
法
　
当
日
、
各
会
場
へ

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料
（
部
品
代
は
実
費
）

【
太
田
本
院
】

□
期
日
　
毎
月
第
２
日
曜
日

□
場
所
　
太
田
市
外
三
町
広
域
清

掃
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
太
田
市
細
谷
町
６
０
４
の
１
）

【
大
泉
分
院
】

□
期
日
　
毎
月
第
４
日
曜
日

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
（
朝
日
４

の
７
の
１
）

■
再
生
品
の
販
売
休
止

　
新
焼
却
施
設
工
事
に
伴
い
、
４

月
か
ら
当
分
の
間
、
再
生
品
の
販

売
を
休
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
こ
の
休
止
期
間
中
は
、

年
二
回
程
度
の
販
売
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
日
程
な
ど
は
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
外
三
町
広

域
清
掃
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
緯
　
・
７
９
８
０
）
へ
。

３３

情報情報くらしの
Information

【延長窓口】

□期日　３月１４日、２８日、および４月４日、

１１日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　３月１０日、１７日、２４日、３１日

　および４月７日、１４日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課

※内容によっては受付ができないこともあ

りますので、事前にご確認ください。詳し

くは、各担当課へ。

前月対比２月末日現在の数

－２１４１,８９８　人
人 口

(－１８)(７,６３０　人)

－３１２１,８９０　人
男

(－１０)(４,０８１　人)

１０２０,００８　人
女

(－８)(３,５４９　人)

－２７１９,３０５世帯
世帯数

(－３０）(３,９１６世帯)

出  生　２７人　　死  亡　２５人

(　)内は外国人数・世帯数

平成３０年累計２月分

２（１）件１（０）件
△火災発生

（　）内は建物火災

調査中調査中△損 害 額

２５４件１１６件△救急出動

２２件８件 煙交通事故

１７８件８５件 煙急 病

５４件２３件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

時間外窓口

町の人口と世帯

お
も
ち
ゃ
の
病
院
／

再

生

品

販

売

休

止

太
田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組
合

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

先月の１１９番

鏡石町産
お米プレゼント

たくさんのご応募

ありがとうございました！

　広報おおいずみ

２月１０日号で募集し

ました「鏡石町産　特別

栽培米コシヒカリプレゼント」にたくさんご応募い

ただき、ありがとうございました。正解と応募総数

は以下のとおりです。

　当選した１０人には、後日、電話で連絡をしますの

で、連絡を受けた人は指定した日に広報情報課まで

お米を取りにお越しください。

□答え　①－B　②－A　③－B

□応募総数　１２８通（正解は１１８通）

※詳しくは、広報情報課（内線２１５）

へ。
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【
衛
生
セ
ン
タ
ー
春
期
点
検
】

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
保

全
の
た
め
の
春
期
点
検
を
実
施
し

ま
す
。
次
の
期
間
は
し
尿
・
浄
化

槽
汚
で
い
の
受
け
入
れ
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
早
め
の
く
み
取
り
や

清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
受
け
入
れ
で
き
な
い
期
間
　
４

月
９
日
　
～
　
日
　

（月）

１１

（水）

【
４
月
か
ら
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
の
配
布
】

　
町
で
は
、
ご
み
の
収
集
日
程
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
平
成
　

年
度

３０

「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
分
別
の
仕

方
や
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

せ
な
い
ご
み
な
ど
の
例
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
み
出
し
や
分

別
を
す
る
と
き
な
ど
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ご
み
出
し
の
際
は
、
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
を
よ
く
確
認
し
て
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み
出
し
を
し

て
く
だ
さ
い
。
利
用
で
き
る
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
な
ど
は
、

各
行
政
区
の
区
長
さ
ん
・
生
活
環

境
委
員
さ
ん
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

に
載
っ
て
い
な
い
ご
み
の
出
し
方

な
ど
、
ご
不
明
な
点
は
環
境
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
配
布
方
法
　
環
境
課
（
１
階
３

番
窓
口
）
や
各
行
政
区
の
区
長

さ
ん
・
生
活
環
境
委
員
さ
ん
を

通
じ
て
配
布
す
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.t

ow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp
/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金
】

　
町
で
は
、
育
成
会
な
ど
の
地
域

団
体
が
、
家
庭
か
ら
出
る
資
源
ご

み
を
回
収
し
、
資
源
と
し
て
再
利

用
す
る
活
動
に
対
し
、
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。
資
源
ご
み
の
回
収

は
、
資
源
の
有
効
利
用
、
ご
み
の

減
量
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
も
の
を

大
切
に
す
る
意
識
を
高
め
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
役

立
ち
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
紙
類
・
空
び
ん
類
・
金

属
類
・
布
類

□
対
象
団
体
　
本
町
の
住
民
で
構

成
さ
れ
た
営
利
を
目
的
と
し
な

い
団
体
（
育
成
会
、
自
治
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）

□
交
付
金
額
　
資
源
ご
み
を
廃
品

回
収
業
者
な
ど
に
売
却
し
た
量

に
応
じ
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

き
、
７
・
６
円
（
１
円
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
）

□
申
請
方
法
　
４
月
中
に
資
源
ご

み
回
収
推
進
団
体
に
登
録
し
、

資
源
ご
み
回
収
実
施
後
１
か
月

以
内
に
、
廃
品
回
収
業
者
の
仕

切
伝
票
の
写
し
を
添
え
て
、
環

境
整
備
課
へ
申
請
書
を
提
出
す

る
※
詳
し
く
は
、
３
月
　
日
ま
で
は

３０

環
境
課
（
内
線
１
３
２
）
へ
。
４

月
２
日
か
ら
は
環
境
整
備
課
へ
。

　
館
林
厚
生
病
院
に
将
来
医
師
と

し
て
勤
務
す
る
意
思
の
あ
る
医
科

大
学
生
な
ど
へ
「
医
師
育
成
修
学

資
金
」
を
貸
与
し
ま
す
。

□
募
集
人
員
　
若
干
人

□
資
格
　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
医
科
大
学
、
ま
た
は
医
科
大
学

院
に
お
い
て
医
学
を
履
修
す
る

過
程
に
在
学
す
る
学
生

②
大
学
に
お
い
て
医
学
を
履
修
す

る
過
程
を
修
了
し
、
医
師
国
家

資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
人

□
貸
与
期
間
　
１
年
以
上
６
年
以

内
（
た
だ
し
②
に
つ
い
て
は
１

年
以
内
）

□
貸
付
額
　
月
額
　
万
円
（
年
額

１５

１
８
０
万
円
）

□
審
査
　
書
類
審
査
・
面
接
を
行

い
、
決
定
し
ま
す

□
申
込
方
法
　
館
林
厚
生
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.t

a
teb
a
ya
shikoseib

yoin.jp/
）
か

ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
戸

籍
抄
本
、
在
学
証
明
書
ま
た
は

医
師
免
許
の
写
し
を
添
え
て
郵

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
課

送
（
〒
　
８
５
３
３
　
館
林
市

３７４

成
島
町
２
６
２
の
１
）
で
申
し

込
む

※
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病
院
人

事
秘
書
課
医
師
確
保
支
援
係
（
緯

　
・
３
１
４
０
）
へ
。

７２　
西
小
泉
元
気
広
場
の
会
で
は
、

西
小
泉
商
店
街
の
活
性
化
を
目
的

に
、「
呼
び
戻
そ
う
人
を
　
取
り
戻

そ
う
活
気
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
「
第
４
回
西
小
泉
元
気
広

場
」
を
開
催
し
ま
す
。
春
本
番
の

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
、
い
っ
し
ょ

に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

□
期
日
　
３
月
　
日
　
（
雨
天
決

２４

（土）

行
）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
西
小
泉
中
央
広
場
（
足

利
銀
行
大
泉
支
店
北
側
）

□
内
容
　
新
鮮
野
菜
販
売
、
野
菜

と
ワ
カ
メ
詰
め
放
題
、
う
ま
い

も
の
販
売
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど

※
詳
し
く
は
、
西
小
泉
元
気
広
場

の
会
代
表
・
 柳
  田
  稔
  子
 さ
ん
（
緯

や
な
ぎ
 
だ
 
と
し
 
こ

　
・
５
９
１
２
）
へ
。

６２

医
師
育
成
修
学
資
金
を

貸

与

し

ま

す

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

西

小

泉

元

気

広

場

西
小
泉
元
気
広
場
の
会

　平成２９年１１月から工事を進めていた

西小泉駅前公衆トイレが完成し、２月１７

日から使用できるようになりました。こ

れにより、平成２９年９月から使用してい

る東武鉄道株式会社が新設した駅舎と合

わせて、西小泉駅のリニューアル工事が

完成しました。新たな町の玄関口として

ご利用ください。

※詳しくは、都市整備課（内線２０９）へ。

西小泉駅前公衆トイレの

リニューアル工事が完成

皆さんのご来
場

お待ちしてい
ます
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□
期
日
　
３
月
　
日
　

２５

（日）

□
時
間

・
御
 神
楽

     

…
午
前
　
時
～
午
後
４

お

か

ぐ

ら

１０

時
・
稚
児
行
列
…
午
前
　
時
　
分
～

１１

３０

・
 探
湯
  神
  事
 …
午
後
３
時
～

く
が
た
ち
 
し
ん
 
じ

□
場
所
　
社
日
稲
荷
神
社
（
城
之

内
１
の
　
の
５
）

１３

※
詳
し
く
は
、
 井
  上
  正
  俊
 さ
ん
（
緯

い
の
 
う
え
 
ま
さ
 
と
し

　
・
３
６
４
７
）
へ
。

６２　
２
０
１
８
年
の
初
回
の
「
活
き

な
世
界
の
グ
ル
メ
横
丁
」
は
、
イ

ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
に
町
内
の
上
州

大
泉
住
吉
ひ
ょ
っ
と
こ
社
中
が
出

演
し
ま
す
。
め
っ
た
に
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
毎
年
恒
例

の
わ
た
あ
め
無
料
配
布
も
行
い
ま

す
。
 

□
期
日
　
３
月
　
日
　

２５

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１１

□
場
所
　
い
ず
み
緑
道
花
の
広
場

□
内
容
　
各
国
の
グ
ル
メ
、
わ
た

あ

め

無

料

配

布
、
サ

ン

バ

シ
ョ
ー
な
ど

※
詳
し
く
は
、
町
観
光
協
会
（
緯

　
・
２
０
３
８
）
へ
。

６１　
東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
「
音
楽
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
　
日
　

１８

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１１

□
場
所
　
東
洋
大
学
板
倉
図
書
館

内
仮
設
ス
テ
ー
ジ
（
板
倉
町
泉

野
１
の
１
の
１
）

□
内
容
　
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

沖
縄
出
身
の
「
や
な
わ
ら
ば
ー
」

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
沖
縄
祭
り

も
開
催
し
ま
す
。
沖
縄
料
理
の

販
売
や
シ
ー
サ
ー
の
絵
付
・
三

線
体
験
も
あ
り
ま
す

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
東
洋
大
学
板
倉
図

書
館
（
緯
　
・
９
０
６
０
）
へ
。

８２

　
利
用
者
が
建
物
の
危
険
性
に
関

す
る
情
報
を
入
手
し
、
そ
の
建
物

の
利
用
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
よ

う
重
大
な
消
防
法
令
違
反
を
公
表

す
る
た
め
、
太
田
市
火
災
予
防
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

□
運
用
開
始
日
　
４
月
１
日
　（日）

□
対
象
　
飲
食
店
、
物
品
販
売
店

や
ホ
テ
ル
な
ど
、
不
特
定
多
数
の

人
が
利
用
す
る
建
物
や
、
病
院
や

福
祉
施
設
な
ど
一
人
で
避
難
す

る
こ
と
が
難
し
い
人
が
利
用
す
る

建
物
で
、
消
防
法
令
で
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
次
の
設
備

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合

・
屋
内
消
火
栓
設
備

・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

・
自
動
火
災
報
知
設
備

□
公
表
　
太
田
市
消
防
本
部
が
立

入
検
査
で
違
反
を
確
認
し
、
建

物
関
係
者
に
違
反
を
通
知
し
た

日
か
ら
　
日
が
経
過
し
て
も
そ

１４

の
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、

太
田
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.ota

.g
unm

a
.jp/0
0
5
g
yosei/0

1
5
0
-0
0
1
shou

b
ou/

）
に
掲
載
し
ま
す

□
内
容
　
建
物
の
名
称
、
所
在
地
、

違
反
の
内
容

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本
部

予
防
課
（
緯
　
・
０
２
０
２
）
へ
。

３３

　
館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
平
成
　
年
度
の
建
築
科
・
造

３０

園
科
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
科
目
・
定
員

・
建
築
科
（
３
年
間
）
…
　
人
２０

・
造
園
科
（
２
年
間
）
…
　
人
２０

□
訓
練
時
間
　
火
・
金
曜
日
の
午

後
７
時
～
９
時
　
分
お
よ
び
日

２０

曜
日
（
月
２
回
程
度
）

□
場
所
　
館
林
地
区
高
等
職
業
訓

練
校
（
館
林
市
当
郷
町
２
１

８
）

□
修
了
者
の
特
典
　
２
級
技
能
検

定
を
受
検
す
る
場
合
に
学
科
試

験
免
除

□
入
校
資
格
　
義
務
教
育
を
修
了

し
て
い
る
人
で
、
建
築
業
・
造

園
業
で
働
い
て
い
る
人

□
申
込
方
法
　
館
林
地
区
高
等
職

業
訓
練
校
へ
直
接
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
４
月
　
日
　

２７

（金）

※
詳
し
く
は
、
館
林
地
区
高
等
職

業
訓
練
校
（
緯
　
・
８
２
８
２
）

７３

へ
。

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
キ

ラ
キ
ラ
ら
ん
ど
で
は
、
４
月
か
ら

の
サ
ー
ク
ル
参
加
者
を
幼
児
の
年

齢
別
に
募
集
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

□
活
動
日

・
月
曜
日
…
自
由
開
放
日
（
年
齢

に
関
係
な
く
利
用
で
き
ま
す
）

・
火
曜
日
…
２
歳
児

・
水
曜
日
…
１
歳
児

・
木
曜
日
…
０
歳
児

・
金
曜
日
…
相
談
・
開
放
日

□
開
放
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

３
時

□
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
キ
ラ
キ
ラ
ら
ん
ど
（
み
よ

し
保
育
園
に
併
設
の
子
育
て
支

援
室
　
吉
田
９
５
６
）

□
内
容
　
制
作
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
散
歩
、
身
体
測
定
、
お

誕
生
会
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

□
対
象
　
０
～
２
歳
児
と
そ
の
保

護
者

□
申
込
方
法
　
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
キ
ラ
キ
ラ
ら
ん
ど
へ

直
接
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
　
４
月
９
日
　（月）

※
詳
し
く
は
、
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
キ
ラ
キ
ラ
ら
ん
ど
（
緯

　
・
１
９
０
０
）
へ
。

６３

情報情報くらしの
Information

春

の

社

日

大

祭

井
上
正
俊
さ
ん

活
き
な
世
界
の
グ
ル
メ
横
丁

町
観
光
協
会

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

音

楽

祭

東
洋
大
学
板
倉
図
書
館

重
大
な
消
防
法
令
違
反
の

建

物

を

公

表

し

ま

す

太
田
市
消
防
本
部

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

��

�

��

�

サ

ー

ク

ル

参

加

者

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

キ
ラ
キ
ラ
ら
ん
ど

建

築

科

・

造

園

科

入

校

生

館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
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町
で
は
、
自
動
車
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
警
察
官
・
金
山

自
動
車
教
習
所
教
習
指
導
員
（
教

官
）
が
交
通
安
全
に
必
要
な
知
識

と
運
転
技
能
を
指
導
し
、
交
通
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
試
験
・
検
定
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
４
月
　
日
　

１１

（水）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

□
場
所
　
金
山
自
動
車
教
習
所

（
太
田
市
龍
舞
町
５
５
０
２
）

□
内
容

・
自
動
車
運
転
技
能
演
習
（
場
内
・

場
外
）

・
交
通
安
全
講
話
な
ど

□
対
象
　
自
動
車
を
運
転
す
る
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

□
定
員
　
９
人
（
初
め
て
参
加
す

る
人
を
優
先
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

□
申
込
方
法
　
安
全
安
心
課
交
通

防
犯
係
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
３
月
　
日
　

２７

（火）

□
持
参
す
る
物
　
自
動
車
運
転
免

許
証

□
費
用
　
無
料

※
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
安
全
安
心

課
交
通
防
犯
係
（
内
線
２
２
４
）

へ
。

　
町
で
は
、
在
宅
医
療
介
護
連
携

相
談
セ
ン
タ
ー
た
て
お
う
と
共
催

で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
　
日
　

２８

（水）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
小
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
内
容
　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

と
介
護
予
防

□
講
師
　
 田
  中
 　
 亨
 氏
（
た
な
か

た
 
な
か
 

と
お
る

医
院
院
長
）
、
 
後
  藤
  與
  四
  人
 氏

ご
 
と
う
 
よ
 

し
 
ひ
と

（
株
式
会
社
か
が
や
き
代
表
）

□
対
象
　
健
康
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
人

□
申
込
方
法
　
国
保
介
護
課
介
護

保
険
係
へ
直
接
ま
た
は
電
話
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w

w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）
か

ら
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
当
日
は
、
手
話
通
訳
を
用
意
し

ま
す
。
座
席
の
位
置
な
ど
希
望
の

あ
る
人
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

国
保
介
護
課
介
護
保
険
係
（
緯
　
・
５５

２
６
３
２
）
へ
。

　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
で
は
、「
星

空
さ
ん
ぽ
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
３
月
　
日
　

１７

（土）

□
時
間
　
午
後
７
時
～
９
時
　
分
３０

□
場
所
　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台

（
高
山
村
中
山
６
８
６
０
の
　
）
８６

□
内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
星
空

観
賞
に
役
立
つ
目
印
や
星
座
の

探
し
方
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

※
入
館
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
（
緯

０
２
７
９
・
　
・
５
３
０
０
）へ
。

７０

　
県
立
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

で
は
、「
春
の
 勾
  玉
 ま
つ
り
」
を
開

ま
が
 
た
ま

催
し
ま
す
。

□
期
間
　
３
月
　
日
　
～
４
月
６

２２

（木）

日
　
（
毎
週
土
曜
日
お
よ
び
３

（金）
月
　
日
　
～
４
月
３
日
　
を
除

２９

（木）

（火）

く
）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
分
（
体
験
学
習
の
受
付
は
午

３０後
３
時
ま
で
）

□
場
所
　
県
立
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
発
掘
情
報
館
（
渋
川

市
北
橘
町
下
箱
田
７
８
４
の

２
）

□
内
容
　
 滑
石
 や
 琥
  珀
 、
カ
ラ
ー

か
っ
せ
き
 

こ
 
は
く

粘
土
な
ど
を
使
っ
た
勾
玉
作
り

体
験

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
２
１
０
円
～
１
０
３
０

円
（
材
料
費
）

※
詳
し
く
は
、
県
立
埋
蔵
文
化
財

調
査
事
業
団
（
緯
０
２
７
９
・
　
・
５２

２
５
１
３
）
へ
。

　
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、「
巨

樹
・
古
木
巡
り
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

□
期
日
　
４
月
８
日
　
　
雨
天
決

（日）

行
□
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

５０

５
時

□
集
合
場
所
　
県
太
田
合
同
庁
舎

（
太
田
市
西
本
町
　
の
　
）

６０

２７

□
内
容

・
吾
妻
コ
ー
ス
…
 金
  蔵
  寺
 の
シ
ダ

こ
ん
 
ぞ
う
 
じ

レ
ザ
ク
ラ
、
 
甲
波
宿
禰
 

か

わ

す

く

ね

 神
  社
 の

じ
ん
 
じ
ゃ

大
ケ
ヤ
キ
、
 泉
  龍
  寺
 の
コ
ウ
ヤ

せ
ん
 り
ゅ
う
 
じ

マ
キ
ほ
か

・
東
毛
コ
ー
ス
…
旧
県
立
境
高
等

学
校
の
ト
ウ
カ
エ
デ
、
 
連
  取
 の

つ
な
 
と
り

笠
松
、
 
反
  町
  薬
  師
 の
ク
ス
ノ
キ

そ
り
 
ま
ち
 
や
く
 
し

ほ
か

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
人

１６

□
定
員
　
各
　
人
（
申
し
込
み
多

４０

数
の
場
合
は
抽
選
）

□
費
用
　
２
０
０
０
円
（
昼
食
代

な
ど
）

□
申
込
方
法

・
往
復
は
が
き
…
県
緑
化
推
進
委

員
会

へ
郵
送
（
〒
　

０
８
５

３７１

４
　
前
橋
市
大
渡
町
１
の
　
の
１０

７
）
で
申
し
込
む
。
申
し
込
む

際
は
往
信
面
に
参
加
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
希
望
コ
ー
ス
を
、
返
信
面
に

代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

（
１
人
１
通
の
み
。
１
通
で
２
人

ま
で
申
し
込
め
ま
す
）

・
Ｅ
メ
ー
ル
…
県
緑
化
推
進
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w

w
.g
-sinrin.jp/

）
か
ら
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
３
月
　
日
　
必
着

１９

（月）

※
参
加
す
る
人
に
は
旅
行
条
件
書

町

民

公

開

講

座

国
保
介
護
課

車を乗る時は

安全運転で！

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

あ

な

た

の

運

転

を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

安
全
安
心
課

春

の

勾

玉

ま

つ

り

県
立
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

巨
樹
・
古
木
巡
り
ツ
ア
ー

県
緑
化
推
進
委
員
会

星

空

さ

ん

ぽ

県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
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な
ど
の
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
内

容
を
確
認
の
上
、
必
要
な
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

県
緑
化
推
進
委
員
会
（
緯
０
２
７
・

２
８
０
・
６
２
５
７
）
へ
。

　
県
立
日
本
絹
の
里
で
は
、
特
別

展
「
シ
ル
ク
の
土
俵
入
り
　
～
相

撲
の
世
界
と
絹
織
物
～
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
特
別
展
に
合
わ
せ

て
、
絹
の
タ
ッ
セ
ル
作
り
と
型
染

体
験
も
行
い
ま
す
。

□
期
間
　
４
月
８
日
　
ま
で
（
毎

（日）

週
火
曜
日
休
館
）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

５
時

□
場
所
　
県
立
日
本
絹
の
里
（
高

崎
市
金
古
町
８
８
８
の
１
）

□
内
容
　
国
技
と
い
わ
れ
、
日
本

固
有
の
文
化
で
あ
る
相
撲
。
関

取
が
使
う
絹
の
締
め
込
み
や
華

や
か
な
化
粧
ま
わ
し
、
行
司
装

束
な
ど
人
々
を
魅
了
す
る
相
撲

の
世
界
を
紹
介
し
ま
す

■
絹
の
タ
ッ
セ
ル
作
り

□
期
日
　
３
月
　
日
　
、
　
日
　
、

１１

（日）

１７

（土）

　
日
　
、
　

日
　

２１

（水）

２５

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午
、
午

１０

後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

□
内
容
　
絹
糸
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
タ

イ
プ
の
タ
ッ
セ
ル
を
作
り
ま
す

□
講
師
　
当
館
職
員

□
定
員
　
各
　
人
（
定
員
に
な
り

２０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

■
力
士
の
手
形
を
使
っ
た
型
染
体

験

□
期
日
　
３
月
　
日
　
、
４
月
１

１４

（水）

日
　（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午
、
午

１０

後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

□
内
容
　
元
関
脇
・
琴
錦
の
手
形

か
ら
作
っ
た
当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

型
紙
な
ど
を
使
用
し
て
、
型
染

め
を
し
ま
す

□
講
師
　
当
館
職
員

□
定
員
　
各
　
人
（
定
員
に
な
り

１０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
立
日
本
絹
の
里

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

※
観
覧
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
の
人
と
そ
の
介
護
者
（
１
人
）

は
無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

県
立
日
本
絹
の
里
（
緯
０
２
７
・

３
６
０
・
６
３
０
０
）
へ
。

　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
で
は
、

季
節
展
「
虫
た
ち
の
季
節
が
や
っ

て
き
た
！
　
早
春
編
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

□
期
間
　
４
月
　
日
　
ま
で
（
毎

２２

（日）

週
月
曜
日
休
園
）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

４
時
　
分
（
４
月
１
日
　
か
ら

３０

（日）

は
午
後
５
時
ま
で
。
入
園
は
　３０

分
前
ま
で
）

□
場
所
　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森

（
桐
生
市
新
里
町
鶴
ヶ
谷
４
６

０
の
１
）

□
内
容
　
チ
ョ
ウ
や
テ
ン
ト
ウ
ム

シ
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
、
春
を
代

表
す
る
昆
虫
に
つ
い
て
展
示
・

解
説
し
ま
す

□
費
用
　
無
料

※
入
園
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
の
人
と
そ
の
介
護
者
（
１
人
）

は
無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
緯
０
２

７
７
・
　

・
６
４
４
１
）
へ
。

７４

□
財
政
調
整
基
金

・
　
万
円

１０

大
泉
町
小
売
酒
販
組
合

□
福
祉
基
金

・
３
万
円
 

松
澤
八
千
代

要予約のものは、町民相談室（内線１３０）
へお願いします。

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分
日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど
内容

法律相談（要予約）
３月１５日昭・２２日昭

４月１２日昭・１９日昭・２６日昭日時

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

女性のための法律相談（要予約）
４月１８日昌　午後１時～５時日時

文化むら（朝日５－２４－１）場所

女性弁護士担当

※３月２２日昭から予約を受け付けます。

人権・行政相談（要予約）
４月１０日昇

午後１時３０分～４時
日時

町公民館工芸室（吉田２４６５）場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

人権に関する相談、行政に対す

る苦情や要望
内容

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時
日時

教育研究所（城之内４－２－１）場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと
内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日　午後２時～５時日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～５時
日時

専門女性相談員担当

配偶者などからの暴力に関す

る悩みごとなど
内容

※詳しくは、相談専用電話（緯２０・３９８８）へ。

消費生活相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～午後４時
日時

消費生活センター（役場内）場所
消費生活相談員担当
消費生活に関するトラブルなど内容

※詳しくは、消費生活センター（緯６３・３５１１）へ。

費用無料。秘密は厳守します。

定例相談

虫
た
ち
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森

シ
ル
ク
の
土

俵

入
り

県
立
日
本
絹
の
里
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二
月
無
事
曾
孫
二
人
生
れ
け
り

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

盆
梅
の
堅
き
蕾
に
語
り
か
け

江
口
典
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

不
自
由
も
自
由
も
八
十
路
春
を
待
つ

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

 流
行
感
冒
 暮
し
の
車
輪
を
乱
し
け
り

は

や

り

か

ぜ

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

響
き
合
う
言
葉
大
事
に
春
日
立
つ

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

つ
ぼ
み
に
も
見
頃
の
あ
り
て
梅
日
和

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

絵
馬
の
数
ひ
し
め
き
あ
っ
て
春
の
宮

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

みんなのみんなの
イラストイラスト

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
み
お
り
ん

俳俳
　
　
　
句句

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ミ
ニ
オ
ン

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

　今回紹介する手話は、「お父さん、お母さん」です。

指を頬に触れることで「肉親」を表しています。町ホーム

ページ（http://www.town.oizumi.gunma.jp/）では、今回紹介

した手話のほかに、祖父母、きょうだいなどの手話も紹介

していますのでご覧ください。

※詳しくは、福祉課障害福祉係（緯５５・２６３１）へ。

今
月
の
ひ
と
こ
と

－

お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん－

５月から手話奉仕員養成講座を開催予定

です。ぜひご参加ください。

携帯電話やスマートフォンでＱＲコードを読み
取ると、動画でご覧いただけます。

右手の人差し指で軽く

頬を触れる

親指を立てて上に上げ

る

① ②

■お父さん

右手の人差し指で軽く

頬を触れる

小指を立てて上に上げ

る

① ②

■お母さん

俳俳
　
　
　
句句

　２月２３日に茨城県境町議会議員（教育福祉

常任委員会）の皆さんが行政視察のため、来

庁されました。

□村山町長のコメント　「子ども食堂や学童

保育の学習サポートなど、本町の子育て支援

施策について説明を行いました。今後も境町

との交流を深めていけたらと思います。」

(15) 広報おおいずみ　Ｈ30.3.10　Vol.878

初
場
所
に
優
勝
し
た
る
栃
の
心

気
は
優
し
く
て
怪
力
と
知
る

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

裏
庭
に
積
も
れ
る
雪
は
千
両
を

閉
じ
込
め
し
ま
ま
数
日
を
過
ぐ

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

孫
娘
忘
れ
る
こ
と
な
く
我
が
誕
生
日

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」よ
り
生
花
が
届
く

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

い
た
だ
き
し
短
歌
手
帳
に
ま
と
め
お
く

「
広
報
」に
載
り
し
わ
れ
の
短
歌
を

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

大
雪
の
放
送
聞
こ
ゆ
防
災
の

交
通
安
全
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
も

村
田
厚
子
（
２
区
）

正
月
に
背
く
ら
べ
す
る
孫
二
人

大
黒
柱
に
傷
つ
け
て
を
り

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

店
ま
で
の
距
離
ま
だ
遠
く
と
ぼ
と
ぼ
と

チ
ェ
ー
ン
は
ず
れ
た
自
転
車
を
引
く

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

－

い
ず
み
俳
壇

－

探
梅
や
小
節
き
か
せ
る
風
あ
り
て

林
　
宣
子
（
１
区
）

三
山
を
手
び
さ
す
農
夫
春
を
待
つ

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

銀
閣
寺
雪
降
り
止
ま
ず
鐘
の
音

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

晩
学
の
い
よ
い
よ
佳
境
冴
へ
返
る

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

夜
明
け
前
踏
み
し
地
面
の
霜
の
声

柴
崎
八
重
子
（
　
区
）

２０

初
場
所
の
乱
れ
土
俵
の
内
と
外

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

童
等
は
犬
と
戯
れ
雪
遊
び

安
田
　
功
（
　
区
）

２４

百
羽
ゐ
て
声
な
ご
み
合
ふ
鴨
の
池

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

雪
積
る
こ
の
世
の
芥
つ
つ
む
ご
と

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

白
梅
や
独
り
居
の
友
誘
い
出
す

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

雪
掻
き
て
隣
に
つ
づ
く
細
き
道

松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
羽
生
選
手
の
演
技
に

感
動
の
涙
し
て
努
力
の
 賜
 に
又
涙

た
ま
も
の

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

風
に
舞
う
桜
の
花
び
ら
う
か
ば
せ
て

湯
舟
に
つ
か
り
ぬ
 篝
  火
 の
宿

か
が
り
 
び

久
保
田
ヒ
ロ
子
（
　
区
）

２７

－

や
よ
い
短
歌
会

－
寒
き
夜
は
格
別
き
れ
い
に
見
え
る
と
か

見
上
げ
る
夜
空
に
ま
た
た
け
る
星

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

下
駄
を
は
き
霜
柱
踏
み
し
昔
を
ば

懐
か
し
み
つ
つ
サ
ク
サ
ク
と
行
く

前
田
洋
子
（
　
区
）

１１

　
「
広
報
お
お
い
ず
み
」
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
マ
チ

イ
ロ
」
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

□
マ
チ
イ
ロ
と
は
　
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
、
広
報
紙
を
電
子
書
籍
と

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
無

料
ア
プ
リ
で
す
。
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
簡
単
な

個
人
設
定
を
す
る
と
、
最
新

の
広
報
紙
お
よ
び
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
最
新
号
が
発
行
さ
れ
る

と
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら

せ
が
届
き
ま
す

□
マ
チ
イ
ロ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http
://m
a
chiiro.tow

n
/lp
/g
u

nm
a
_
oizum

i

※
表
示
さ
れ
る
広
告
は
、
町
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
広
報
情
報
課
（
内
線
２
１

５
）
へ
。

スマホで

広報紙を読もう！「マチイロ」

ＱＲコード

　広報おおいずみに掲載してほ
しいイラストなどは黒一色で書
いてね。皆さんからのご意見・
ご質問、身近な話題などもお待
ちしています。

広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
糸kouhou@town.oizumi.gunma.jp

短短
　
　
　
歌歌

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｙ

短短
　
　
　
歌歌
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私の

ひ
とこ
と

皆さんからのご意見・ご質問

お待ちしています

〒370-0595

大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921

メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
２
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

「
卒
業
式
の
思
い
出
」
に
寄
せ
ら

れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
小
中
学
校
の
時
、
卒
業
式
の
約

１
か
月
前
か
ら
「
卒
業
式
の
予
行

練
習
」
を
繰
り
返
し
行
い
、
数
日

前
に
は
通
し
で
の
予
行
練
習
、
こ

れ
本
番
で
泣
け
る
の
か
？
と
い
う

く
ら
い
に
徹
底
し
た
予
行
練
習
で

し
た
。い
ざ
本
番
に
臨
ん
で
み
る
と

や
は
り
昨
日
ま
で
に
行
っ
た
こ
と
の

繰
り
返
し
に
な
っ
て
し
ま
い
、
感
動

も
で
き
ず
。
俺
の
感
動
を
返
し
て

く
れ
！
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
に
く
ま
る

　
子
供
の
卒
園
式
で
の
出
来
事

で
す
。
式
の
最
後
に
子
供
達
が
歌

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
保
護

者
と
あ
い
む
か
い
に
な
っ
て
歌
っ
た

の
で
、
何
人
か
の
保
護
者
が
涙
を

拭
っ
て
い
る
の
を
見
た
園
児
が
号

泣
し
て
し
ま
い
、そ
れ
を
見
た
私
も

も
ら
い
泣
き
を
し
て
し
ま
い
…
。

涙
…
涙
の
卒
園
式
で
し
た

Ｐ
・
Ｎ
　
ピ
カ
ち
ゅ
う

　
ぼ
く
は
、
ま
だ
、
卒
業
式
に
で

て
な
く
て
、
思
い
出
が
、
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
今
年
の
２
０

１
８
年
３
月
　
日
金
曜
日
に
、

２３

小
学
校
を
、
卒
業
し
ま
す
。
３
月

　
日
金
曜
日
の
、
卒
業
式
で
は
、

２３何
十
年
後
に
も
、
心
に
残
る
思

い
出
を
作
り
た
い
で
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
ぽ
ち
も
も

　
私
に
は
嫌
い
な
学
校
と
家
族

か
ら
離
れ
ら
れ
る
嬉
し
く
て

し
ょ
う
が
な
い
卒
業
式
。
だ
が
、

感
傷
に
浸
っ
て
泣
い
て
居
る
同

窓
生
が
あ
る
意
味
羨
ま
し
く
思

え
た
卒
業
式
で
し
た
。

Ｐ
・
Ｎ
　
ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト

　
仰
げ
ば
…
を
聴
く
と
今
で
も

涙
が
…

Ｐ
・
Ｎ
　
ひ
ろ
ぽ
ん

「
卒
業
式
の
思
い
出
」

を
教
え
て
！

糸
返
し
て
く
れ
！

糸
今
で
も

糸
心
に
残
る
思
い
出
を

糸
涙
…
涙

糸
羨
ま
し
く
思
え
た
卒
業
式

広報クイズ

①○改革 （伺２ページ）

　佳紀行 加気候 可機構

②○水道接続の補助制度 （伺８ページ）

　佳上 加中 可下

③○小泉駅前公衆トイレ （伺１０ページ）

　佳北 加西 可東

④○さんぽ （伺１２ページ）

　佳星空 加真夜中 可夜空

⑤手話たいむ　お父さん、○ （伺１４ページ）

　佳おばあさん 加おじいさん 可お母さん

☆「おすすめの春の過ごし方」を教えてください

（お答えの中から、広報おおいずみに掲載させてい

ただきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－

佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　３月２３日晶

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□２月号の正解

　①－研、②－絹、③－硯、④－研、⑤－硯

□応募総数　１０３通で正解は９７通でした

□当選者（敬称略）

久保田弥生（９区）髙林絹子（１４区）寺島昭雄（１５区）

松本静枝（１５区）佐藤富士美（１７区）鈴木和代（１８区）

立澤祐一（１９区）橋本真知子（１９区）木下幸子（２０区）

中里弘子（２０区）川島彩帆（２２区）手塚きく江（２２区）

鶴林勝子（２３区）川島俊行（２３区）竹沢邦夫（２３区）

関口澄江（２４区）大川文子（２５区）松島由枝（２７区）

遠藤美知江（２８区）横田重子（２８区）

※なお、当選者には郵送でお送りします。

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

応募した人の中から抽選で２０人に５００円分の大泉

スタンプ加盟店共通商品券をプレゼントします。

〒370‐0595

大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

町商品券が２０人に　　たる！

(17) 広報おおいずみ　Ｈ30.3.10　Vol.878

大
好き

「大好き」では、３歳未満の

町内在住のお子さんを紹介

しています。掲載希望者は、

広報情報課（内線２１５）へ。

どんなちびっ子？

体は小さいですが、好奇心旺

盛でお姉ちゃん・お兄ちゃんと

楽しく遊んでいます。ただ今、

「小さな王様」降臨中です。

好きなものは？

仮面ライダーが大好きでい

つもテレビで見ています。食

べ物は、ブルーベリー、ぶど

う、トマトが大好き！

パパ・ママからひとこと

これからもお姉ちゃん・お兄

ちゃんと仲よく、いつまでも

かわいくて、かっこいい逢斗

でいてね♪　

 對  比  地  逢  斗 くん
つい ひ じ あい と

（１５区・２歳）

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

好きなこと

友だちと話しをしたり、休日に出かけることが楽

しいです。春休みに東京ディズニーランドへ行く

ことを計画中です。

自分の性格

常に明るく、楽しいことをするのが好きです。

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

 荒 
あら

 木 
き

 汐 
し

 音 さん　（１７歳）
おん

将
来
の
夢
は
？

捨
て
犬
・
捨
て
猫
に
関
す
る
テ
レ

ビ
番
組
を
見
て
、
動
物
に
関
す
る

職
業
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
調
べ
て
い
く
う
ち
に

「
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
」
と
い
う
職

業
を
知
り
、
今
は
資
格
を
取
得
で

き
る
専
門
学
校
に
入
学
で
き
る
よ

う
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
し
つ
け

を
し
て
い
る
時
は
厳
し
く
、
褒
め

る
と
き
は
思
い
き
り
褒
め
て
、
家

庭
に
い
る
犬
と
飼
い
主
が
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

学
校
・
学
年
は
？

県
立
大
泉
高
等
学
校
生
物
生
産
科

の
２
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

普
通
科
目
の
授
業
に
加
え
、
生
物

生
産
科
で
は
野
菜
や
草
花
、
作
物

の
生
産
実
習
が
あ
り
ま
す
。
専
門

用
語
が
多
か
っ
た
り
生
き
て
い
る

物
を
育
て
て
い
る
の
で
、
と
て
も
大

変
で
難
し
い
で
す
が
、
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
卒
業
に

向
け
た
課
題
研
究
が
始
ま
る
の
で

頑
張
っ
て
取
り
組
み
た
い
で
す
。

犬
と
飼
い
主
を
幸
せ
に
す
る

ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
り
た
い

【
近
づ
く
春
の
足
音
】

　
日
中
の
気
温
が
だ
ん
だ
ん
高
く

な
っ
て
き
た
２
月
下
旬
。
町
内
に
あ

る
梅
の
木
の
花
が
徐
々
に
咲
き
始

め
、
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
今
年
の
春
と
い
え

ば
…
広
報
お
お
い
ず
み
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
！
　
こ
れ
ま
で
町
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま

す
が
、
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
場
所

は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
カ
タ
チ
で
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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荒馬座による荒馬踊り

ラッセーラー　ラッセーラー
元気なかけ声とともに

２月２２日、北保育園で民族歌舞団荒馬座による

「荒馬踊りのワークショップ」が行われました。南保

育園の年長児も加わり、青森県に伝わる荒馬踊り

を学びました。両園ともそれぞれ卒園式で荒馬踊

りを披露する予定で、練習を重ねてきた園児たち

は、団員から飛び方のポイントや踊りの振り付け

などを教わり、手作りの木製の馬を手に、かけ声と

ともに元気いっぱいに踊りました。

自分で盛り付けると

さらにおいしいね♪

クッキングに挑戦

２月１９日、南児童館で「クッキングに挑戦」

が開催されました。参加した子どもたちは、

生クリームやチョコレート、マシュマロを

トッピングしてオリジナルのワッフルを作り

ました。「おいしかった！」や「もっと食べた

い！」などの声が聞こえ、自分で作ったワッ

フルをすぐ完食してしまいました。

(19) 広報おおいずみ　Ｈ30.3.10　Vol.878

広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。��

��
���

金管楽器で吟遊詩人の歌や
トトロメドレーなどを披露

連携に関する包括協定

町民サービスの向上と
地域の成長・発展を目指します
２月２７日、町では、株式会社群馬銀行と桐生信

用金庫の２者とそれぞれ「連携に関する包括協

定」を結びました。この包括協定は、相互の連

携強化を図ることで地域活性化を推進するもの

で、町政のＰＲや防犯・防災、地域経済振興・

雇用促進などの８項目で連携していきます。

２月１７日、文化むら大ホールで、公利連発足

３５周年記念「群馬交響楽団メンバーによる群馬

ブラスクインテット金管五重奏」が開催され、

華やかな音色で大勢の人を魅了しました。また、

ロビーでは演奏前に加盟サークルのいずみ吹奏

楽団によるロビーコンサートも披露されました。

群馬ブラスクインテット金管五重奏

からだをつかってあそぼう

２月２６日、南児童館のあそびクラブで「からだ

をつかってあそぼう」が開催されました。職員

からルールを守って仲良く楽しく遊びましょう

と説明を受けた後、鬼ごっこや手つなぎ鬼が行

われ参加した小学２年生約３０人は、寒空の中、元

気に走り回っていました。

寒さに負けず鬼ごっこ！
みんなで楽しく遊びました

災害時における地図製品等の供給等に関する協定

常時から防災に関する
情報交換を行います

２月２７日、町では災害に備えるため、地図情報会

社のゼンリンと「災害時における地図製品等の供

給等に関する協定」を結びました。ゼンリンから町

に住宅地図５冊と広域大型地図５枚、住宅地図

ネット配信サービスの無償貸与を提供していただ

きました。災害発生時に利用させていただきます。
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企業紹介企業紹介
大泉町

ものづく
り

　　ひとづ
くり

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

「
保
険
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
客

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

が
何
よ
り
も
う
れ
し
く
、
保
険

代
理
店
冥
利
に
尽
き
ま
す
ね
」

と
話
す
岡
部
さ
ん
は
、
代
表
取

締
役
と
し
て
、
会
社
全
体
の
管

理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
は
カ
タ
チ
の
な
い
商
品
な

の
で
人
が
全
て
で
す
。〝
人
が
人
を

助
け
る
〟を
モ
ッ
ト
ー
に
顧
客
第

一
主
義
を
徹
底
し
、
お
客
様
の
代

株式会社　アシスト２４

№５４

▲代表取締役

 岡  部  正  憲 さん
おか べ まさ のり

弁
者
に
な
る
こ
と
を
会
社
の
ポ
リ

シ
ー
と
し
て
、
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
ま
で
話
し
合
い
を
重
ね
、
決
し

て
妥
協
せ
ず
に
最
後
ま
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。ま
た
、
社
員
教
育
も

徹
底
し
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

を
毎
月
行
う
こ
と
で
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
つ
づ
け
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
今

後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
い
ま
提

供
で
き
て
い
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
付

い
た
会
社
で
あ
り
つ
づ
け
、
会
社

全
体
で
こ
の
先
も
ず
っ
と
お
客
様

の
お
役
に
立
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

住　　　所：大泉町東小泉２－３－５岡部ビル２階

会社の概要：１９８６年に太田市で創業し、２００５年

２月に現在の場所で「有限会社アシスト２４」を

開設、２０１３年２月には「株式会社アシスト２４」

として営業開始。また、２０１３年３月には伊勢崎

支店を開設し、現在は従業員１５人、２店舗で営

業しています。主に自動車保険や火災保険など

を扱う損害保険代理店

業と、終身保険や定期

保険などを取り扱う生

命保険代理店業を行っ

ており、地域の皆さん

の良き理解者になれる

よう、社員一丸となり、

日々 邁 進しています。
まい

▲大泉地区の担当です

▲建物の２階が事務所に

なります

▲大泉町で開設以来、東小泉駅そばの事務所で営業しています

　
３
月
４
日
、
埼
玉
県
熊
谷
市

側
の
利
根
川
河
川
敷
で
「
さ
け

の
稚
魚
放
流
」
が
行
わ
れ
、
多
く

の
家
族
連
れ
が
参
加
し
ま
し

た
。
昨
年
　
月
に
配
布
さ
れ
た

１２

受
精
卵
を
稚
魚
に
な
る
ま
で
大

切
に
育
て
て
き
た
子
ど
も
た
ち

は
「
大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
き
て

ね
」
と
声
を
か
け
る
子
、
手
作
り

の
旗
を
持
っ
て
応
援
す
る
子
、
稚

魚
と
の
別
れ
が
悲
し
く
て
泣
い

て
し
ま
う
子
な
ど
が
い
て
印
象

的
で
し
た
。
み
ん
な
が
一
生
懸

命
に
育
て
た
稚
魚
が
大
き
く

な
っ
て
多
く
の
さ
け
が
帰
っ
て

く
る
と
い
い
で
す
ね
。
 

（
沙
）


